
東静岡周辺地区の「場の力」を高める取組

静岡県立大学

静岡県立美術館
静岡県立中央図書館

静岡県埋蔵文
化財センター

ＳＰＡＣ

グランシップ

ムセイオン静岡

有度山山麓から東静
岡駅周辺の６つの文化
関連機関が自主協働
プログラムとして文化・
芸術・教育を学ぶ場を
提供し、文化を発信す
る活動を「ムセイオン静
岡」と称している。

主な相互協力事業

●文化の丘フェスタの協働開催

●リベラルアーツ×ジャパノロジー講座

●県立中央図書館の蔵書や静岡県埋蔵文化
財センターの所蔵品を県立美術館において
合同展示

●文化の丘を散策する案内地図「さんさくマッ
プ」の作成など

【文化関連機関の連携した取組】

【公立、民間の垣根を越えた連携の取組】

協定の内容

○相互施設の広報及び
情報交換

○各施設の催事への連
携及び協力

○共同開催事業の検討

○その他、目的達成のた
めの連携・協力

○「ふじのくにしずおか観光大商談
会」に共同参加

○「夏休みクイズラリー 親子でロダ
ン館を探検！」に協賛

○結婚式でのタイアップ企画

○県立美術館「アニマルワールド展」
と日本平動物園が共同企画

主要な活動実績

有度山フレンドシップ協定

静岡県立美術館 （公財）ＳＰＡＣ

静岡市立日本平動物園

（株）日本平ホテル 久能山東照宮

大学と地域との連携の場を提供し、そこでの取組を通じて、地域に役立つ人材の育
成や地域の課題解決に取り組む。

地域住民、企業、研究者、学生
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コンソーシアム
（産学民官のプラットフォーム）

個々の構成員に向けられる要請

《構成員として参加》

大学、短大、
大学院、高専

行政、経済団体、
NPO法人 等連携・共同・相互支援

大学等

行政 高校等

産業界

NPO公益法人

大学と地域の諸団体との連合体
大
学
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【ふじのくに地域・大学コンソーシアムの取組】

【危機管理への取組】
県内の防災に携わる研究者や専門家等の多面的な交流や情報発信を図るため、
平成21年４月に「しずおか防災コンソーシアム」を設立。

防災に関する研究成果や調査結果を「ふじのくに防災学」として発表、情報発信す
ることにより、地域の防災力の強化を図っている。

東海大学

静岡地方気象台

常葉大学

静岡大学

静岡県立大学

浜松医科大学

静岡文化芸術大学

報道機関など
防災関係機関

県 民

静岡県

しずおか防災
コンソーシアム

○ふじのくに防災学講座
（月１回）
○防災学シンポジウム
○地域防災力強化人材育成

研修（ふじのくにの防災
フェロー、ふじのくに防災
士） 等

主な事業

５



全県的な「場の力」を高める取組

【世界遺産「富士山」に関連した取組】

○世界遺産富士山の保存管理

「富士山」の世界遺産登録と同時に世界遺産委員会から、資産の全体構
想や来訪者管理戦略の策定が勧告されるとともに、保全状況報告書をユ
ネスコ世界遺産センターに提出するよう要請があった。

国、静岡・山梨両県、市町村などからなる「富士山世界文化遺産協議会」
を中心に、資産の全体構想及び各種戦略を策定し、保全状況報告書を最
善のものとしていく。

○富士山の眺望改善に向けた取組

清水海岸（三保松原）の消波堤の代替工法の検討、三保松原へのアクセ
ス道路での無電柱化の推進など、世界遺産富士山の眺望改善に向けた
取組を進めている。

富士山周辺の統一的な景観の形成と保全を図るため、「富士山周辺景
観形成保全行動計画」に基づき、関係市町と連携して景観改善の取組を
進めている。

○富士山世界遺産センター（仮称）の整備

富士山に係る包括的な保存管理の拠点とするとともに、富士山の自然、
歴史・文化に加え周辺観光等の情報提供を行うなど、訪れる人々のニー
ズに対応する拠点として、「永く守る」「楽しく伝える」「広く交わる」「深く究
める」の４つのコンセプトで整備

○富士山の日運動推進

富士山の世界遺産登録を契機として、年間を通じて富士山に対する関心
を高め富士山の価値や保全意識の醸成を図るとともに、民間団体の富
士山交流の取組を支援
・富士山の日（２月23日）イベントの実施

・年間を通じた富士山の日運動の推進
・富士山憲章の周知啓発等
・日本富士山協会等との連携
・富士山総合案内の運営
・国民運動の展開

【地域資源を活かした“ふじのくに”の都づくりの取組】

○「食の都」

「食材の王国」という「場の力」を活かし、国内外の人々の憧れを集め惹
きつける「食の都」を実現するため、「人づくり（食の都づくり仕事人の表
彰など）」、「地域づくり（地域食文化の再認識、創造、発信など）」、「情
報発信（食の都仕事人ウィーク）」などの諸施策を推進
また、和の食文化を活かした食の都づくりを推進する方策をとりまとめ

○「茶の都」

推進方向
「茶文化の継承と創造」、「お茶のある豊かで健やかな暮らし」、「茶
に関する学術研究の推進と研究情報の集積発信」などを推進

多彩なお茶の資源
＜文化＞
・聖一国師がお茶を伝えて以来、約800年の永い歴史

・煎茶道３流派の家元や茶の湯愛好家の存在
・手揉み、茶草場農法など伝統的な農法の伝承

＜生活＞
・全国平均の約２倍の消費
・茶で健康長寿の実現

＜学術＞
・茶の研究を行う大学や研究機関が集積
・世界O-CHA学術会議を３年毎に開催

・県立大学「茶学総合研究センター」の開設 など

○「花の都」

全国屈指の花の生産、花に関わる豊富な人材、一年をとおして花を楽
しめる名所などの「場の力」を活用し、新たな花の需要の創出や花き生
産の振興を図り、暮らしの様々な場面で花と緑があふれる ふじのくに
「花の都しずおか」を実現する。
「花の文化の継承と創造」、「人材の育成と活動支援」、「情報の集積・
発信」などの施策を展開
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